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千葉市制１００周年記念 

特別展「高度成長期の千葉－子どもたちが見たまちとくらしの変貌－」を開催します！ 

～企画展や千葉経済大学と共催で「歴史講座」も開催～ 

 

 千葉市立郷土博物館では本年夏から秋にかけて、千葉市制１００周年記念 特別展「高度成長期の

千葉－子どもたちが見たまちとくらしの変貌－」及び関連イベント「歴史講座」、並びに企画展    

「千葉市誕生－百年前の世相からみる街と人びと－」を開催しますので、お知らせします。 

 なお、特別展開催にあたり、８月３日（火）１１：００から記者の皆さまへ展示説明会を実施し

ますので、併せてお知らせします。 

 

１ 特別展 

（１）タイトル  

「高度成長期の千葉 －子どもたちが見たまちとくらしの変貌－」 

（２）概要   

   千葉市１００年の歴史において本市がその姿を最も大きく変えた時期は「高度経済成長期」

です。この時期は千葉市にとって本格的な工業化の幕開けの時代であり、また、人口が        

１９７１年には５０万人を突破、家電の普及やレジャーの多様化など人々の暮らしも豊かにな

りましたが、発展の裏では公害など生活環境の悪化が社会問題となりました。 

   本展では、現在の千葉市の姿を形作った「高度経済成長期」をテーマに、この変革期を生き

た多感な子どもたちの視点に基づき選定した当時の本市の様子や人々の暮らしの様子を、様々

な資料を通して紹介します。 

本展が、多様な世代が本市の歴史に対する理解及び関心を深めていただく機会になるととも

に、改めて「喧騒と希望に満ちた高度経済成長期」の千葉市の発展に尽くした、先人への感謝

の想いをはせ、これからの千葉市をつくりあげていく契機となればと考えます。 

（３）期間 

令和３年８月３日（火）～１０月１７日（日） 

   ９：００～１７：００（入館１６：３０まで） 

※休館日 月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日が休館） 

（４）会場 

千葉市立郷土博物館 ２階展示室（中央区亥鼻１－６－１） 

（５）入館料 

無料 

（６）主な展示資料 

展示資料約１７０点のうち、主なものは以下のとおりです。 

ア 千葉市こども詩集・文集「ともしび」（千葉市教育委員会蔵） 

イ 模型「高栄丸」（千葉ポートタワー蔵） 

ウ 胸像「川崎製鉄初代社長西山弥太郎」（当館蔵） 

エ 模型「学校給食献立（昭和４０年）」（千葉県学校給食会蔵） 

オ ホーロー看板「ボンカレ―」（当館蔵） 

カ 東京オリンピック聖火リレートーチ（千葉市教育委員会蔵） 

記者発表資料 

令 和 ３ 年 ７ 月 ２ １ 日 
教 育 委 員 会 事 務 局 
生 涯 学 習 部 文 化 財 課 
郷 土 博 物 館 
電話 ２２２－８２３１ 
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２ 特別展関連イベント 

（１）歴史講座「高度経済成長期の千葉を伝える」（千葉経済大学共催） 

   高度経済成長期の千葉市の様子を様々な視点から紹介します。 

ア 日時  

令和３年１０月２日（土）・１６日（土）、１１月２０日（土）の全３回 

１４：３０～１６：００（各回共通） 

イ 会場 

    千葉経済大学 ２号館大講義室（稲毛区轟町３－５９－５） 

ウ 演題及び講師 

  ・１０月 ２日 「時代をとらえる子供達の目－作文教育のありかたをめぐって－」 

講師 髙橋邦伯氏（青山学院大学特任教授） 

   ・１０月１６日 「高度成長期の千葉市臨海開発」 

講師 池田順氏（千葉市史編集委員長） 

・１１月２０日 「東京湾の埋めたてと自然環境－その変遷と再生の試み－」 

講師 工藤孝浩氏（日本魚類学会） 

エ 定員 

１００人（申込多数の場合は抽選） 

オ 参加方法 

要事前申込。申込方法など詳細は博物館ホームページをご参照ください。 

【URL】https://www.city.chiba.jp/kyodo/tenji/kikakutenji/tokubetsu_2021.html 

（２）報道機関向け展示説明会 

   展示をご覧いただき、主な展示資料の見所等について担当職員からご説明します。 

ア 日時 

令和３年８月３日（火） １１：００から 

イ 場所 

千葉市立郷土博物館 ２階展示室 

ウ その他 

参加される方は、開催時間に直接現地へお越しください。 

 

３ 企画展 

（１）タイトル 

「千葉市誕生－百年前の世相からみる街と人びと－」 

（２）概要 

特別展に続く本展では、千葉町が千葉市となった１００年前の市制施行とその時代（大正～

昭和時代初頭）の世相を、経済や文化、教育などの視点から紹介していきます。本展を通して、

千葉市が誕生した頃の雰囲気や当時の市民の反応をお示しすることで、改めて千葉市の成立に

尽くした先人達に思いを馳せる場になればと考えます。 

（３）期間 

令和３年１０月１９日（火）～１２月１２日（日） 

   ９：００～１７：００まで（入館１６：３０まで） 

   ※休館日 月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日が休館） 

（４）会場 

   千葉市立郷土博物館 ２階展示室 

（５）入館料 

   無料 
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（６）主な展示資料 

ア 千葉市制施行祝賀会の様子を伝える新聞（大正１０年５月２４日付千葉毎日新聞 当館蔵） 

イ 千葉８００年祭の歌（北原白秋自筆 当館蔵）    

ウ 大正１０年７月開業の京成千葉駅初代駅舎（写真 当館蔵） 

 

参考１  

 広報用提供画像（特別展） ※画像をご利用される場合は郷土博物館までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①千葉市こども詩集・文集「ともしび」 

（千葉市教育委員会蔵） 

②模型「高栄丸」 

（千葉ポートタワー蔵） 

④模型「学校給食献立（昭和 40年）」 

（千葉県学校給食会蔵） 

⑤ホーロー看板「ボンカレ―」 

（当館蔵） 

⑥東京オリンピック聖火リレートーチ 

  （千葉市教育委員会蔵） 

③川崎製鉄初代社長西山弥太郎胸像 

（当館蔵） 
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参考２ 
広報用提供画像（企画展） ※画像をご利用される場合は郷土博物館までご連絡ください。 
 
 

 

 

 

 

 

 

①千葉市制施行祝賀会の様子を伝える新聞 

（大正 10年 5月 24日付 千葉毎日新聞 当館蔵） 

 

 

 

 

 

 

②千葉 800年祭の歌（北原白秋自筆 当館蔵） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③京成千葉駅初代駅舎（大正 10年 7月開業） 

（当館蔵） 

 


